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今回の表紙は大子町公営塾「ことのば」の生徒による作品です。
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大子町公営塾「ことのば」
令和 5 年 9月に大子町が開設し
た県内初の公営塾です。
受講料は無料で、大子清流高校
の生徒が通っています。



令和５年　第４回定例会

　令和５年第４回定例会が、12 月 6 日から 13 日までの 8 日間の会期で開催されました。令和 5 年

度大子町一般会計補正予算など町長から提出された議案 15 件（新規条例 2 件、一部改正条例 6 件

及び補正予算 7 件）について、すべての議案が全会一致で原案どおり可決されました。

　補正予算の内容については、電気料金や燃料費の高騰に伴う補助金や委託料の不足分、物価高

騰の影響を受ける低所得者への経済的支援などがあり、今回の補正額は２億 3822 万６千円でした。

　また、議員の報酬額及び三役（町長、副町長、教育長）の給与を規定している条例がそれぞれ改

正され、31 年ぶりに報酬等が見直されることになりました。

令和５年第 4 回定例会
議員報酬検討特別委員会報告
議員と話そう会
議員の活動報告します
議員研修報告
あん議

と き

会の質問は今？！
一般質問
大子町公営塾「ことのば」

「わくわくわたしの夢」

2 〜 3
4 〜 5
6 〜 8
9 〜 11
12 〜 13
14
15 〜 22
23
24

物価高騰対応重点支援地方創生臨時給付金（低物価高騰対応重点支援地方創生臨時給付金（低
所得世帯支援金）の補正予算を可決！所得世帯支援金）の補正予算を可決！

一般会計補正予算（第７号・第８号）の主なもの
歳　　入 補　正　額

国庫支出金 １億８３４７万７千円
県支出金 ２４８万８千円
寄附金 ２０００万円
繰入金 ３１７１万９千円

歳　　　出 補　正　額
物価高騰対応重点支援地方創生臨時給付金（低所
得世帯支援分）事業費 １億６９９８万５千円

ふるさと大子応援寄附金事業費 １０７６万７千円
大子町営研修センター体育館耐震診断業務委託料 ２５７万円
常陸大子駅前バス待合所等用地購入費 ４１０万円
脳ドック・人間ドック健診補助金 １２０万円
広域公園管理運営業務委託料 ５５２万円
フォレスパ大子管理運営業務委託料 ６６２万円
グリンヴィラ管理運営業務委託料 ２４９万円

目次

今回の表紙は、大子町公営
塾「ことのば」の生徒によ
る作品です。
たき丸君がモザイクアート
によって見事に表現されて
います。詳細は 23 ページ
をご覧ください。

〔広報委員会〕
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第４回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第７８号 大子町交流拠点施設の設置及び管理に関する条例 原案可決

議案第７９号 大子町浄化槽整備事業に関する条例 原案可決

議案第８０号 大子町浄化槽整備事業に地方公営企業法の規定を全部適用することに伴
う関係条例の整備に関する条例 原案可決

議案第８１号 大子町印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第８２号 大子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第８３号 大子町営研修センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例 原案可決

議案第８４号 大子広域公園多目的温泉プールの管理に関する条例の一部を改正する条
例 原案可決

議案第８５号 令和５年度大子町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第８６号 令和５年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第８７号 令和５年度大子町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第８８号 令和５年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第８９号 令和５年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第９０号 令和５年度大子町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第９１号 大子町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例 原案可決

議案第９２号 令和５年度大子町一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議員提出議案
第９号

大子町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例 原案可決

閉会中の継続審査の申し出について（文教厚生委員会） 原案決定

特別会計等の主な補正額

※　浄化槽維持管理業務委託料を減額し、浄化槽料金収納システム利用環境整備業務委託料を
増額するため補正額はゼロです。

特別会計等 補　正　額 補正後の予算額
大子町国民健康保険事業特別会計（第２号） ４８２万円 ２４億２８４３万５千円
大子町介護保険特別会計（第２号） ５５２５万２千円 ２７億３７５５万９千円
大子町介護サービス事業特別会計（第２号） ２２万９千円 １２７１万６千円
大子町浄化槽整備事業特別会計（第２号）※ ０円 1億３７０９万２千円
大子町水道事業会計（第２号）は、債務負担行為について追加 1 件の補正を行うものです。
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議員報酬を見直す条例が
可決されました

　第４回定例会において、大子町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例（議員提出議案第９号）が可決され、議員の報酬額が令和 6 年４月から見直し
されることになりました。改定額は次のとおりです。

　今まで議会改革を進めてきた中で、報酬についても検討を重ねてきましたが、見直しには
至らず、気がつけば平成４年からずっと報酬額が見直されることはなく、県内で最も低い報
酬額でした。
　そして、全国的な議員のなり手不足が深刻化していて、定数割れをしている町村もありま
す。
　今年３月の改選を控え、町の将来を託せる議員のなり手を確保するためにも、報酬のあり
方を考える必要があるため「議員報酬検討特別委員会」（メンバーは議長を除く１２名の議員）
を設置して検討してきました。

　議員の報酬額を算定する目
安として、町長と議員の活動
日数から比率を求めて、町長
の給料額に比率を掛けて計算
する方法のことです。

　（１）地方議会の課題
　（２）大子町における議会改革の取組
　（３）近隣・類似団体等との比較
　（４）原価方式による比較
　（５）全国町村の報酬見直し事例
　（６）報酬減額条例の検討

■議会での可決

■報酬額見直しの背景

■議員報酬検討特別委員会ではこんなことを調査しました

原価方式とは

職　名 改正後 改正前 引上げ額
議　長 ３５０，０００円 ３００，０００円 ５０，０００円
副議長 ３３０，０００円 ２７０，０００円 ６０，０００円
議　員 ３１０，０００円 ２５０，０００円 ６０，０００円

③議員報酬額：250,000 円

④町長給与額：690,000 円
○議員の年間平均活動日数①１４０日〔１日８時間として〕
　本会議、委員会、行事、個人での議員活動などをカウントしました。

○町長の職務遂行日数②３０５日〔年間 365日－ 60日（土日祝祭日）〕

これらの計算方法によって適正な報酬額の検証検討を行いました。

× 100 ＝ ⑤ 45.9％
①議員の活動日数 140 日

②町長の職務遂行日数 305 日
④町長給与 690,000 円×⑤45.9％
　　　＝　316,710 円
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（４）原価方式で具体的に計算してみると・・・・



　議員報酬検討特別委員会では、５回にわ
たり委員会を開催して調査研究を重ねてき
ました。
　その結果を取りまとめた調査報告書を菊
池議長に提出しました。

※一部抜粋

　11 月 28 日に大子町特別職報酬等審議会が開催され、12 月５日に答申（意見）がありま
した。その内容は次のとおりです。

　答申を受けてから、第６回目の議員報酬検討特別委員会を開催して、委員全員で答申内
容を確認しました。その中で、今後の報酬の定期的な見直しや町民に伝わりやすい議会活
動の発信に努めることを再認識しました。
　なお、第４回定例会では、「大子町特別職
の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例」も一部改正され、町長、副町長及び
教育長の給料も令和６年４月から見直しさ
れることになりました。

　議員報酬については、平成４年以降見直しがされていない一方で、議員活動については、
社会情勢の変化や議員定数の削減により、その職責と町民からの期待はより大きくなって
いるものと考えられます。このような状況を踏まえ、令和６年４月から次のとおり改定す
ることが適当であると考えます。（Ｐ４上段の表のとおり）
　なお、審議において、次の点について意見がありましたことを申し添えます。
①議長、副議長、議員の報酬額の差について、それぞれの職責を考慮したものとすること
について、引き続き検討するべきではないかと思慮します。また、報酬額について、定期
的な見直しが必要ではないかと思慮します。
②議員活動について、町民がその活動内容を明確かつ容易に知ることができるよう、現在
よりも積極的に、より分かりやすく発信されることを希望します。

　議長は議員報酬検討特別委員会から
の報告を受けて、議員報酬を引き上げ
る内容の改正案を町長の諮問機関であ
る「特別職報酬等審議会」で審議して
ほしい旨の申し入れを行いました。

■議員報酬検討特別委員会からの
調査報告書の提出

■特別職報酬等審議会からの答申

■答申内容を踏まえて

■議長から町長に特別職報酬等審議会
　への審議申入をしました

令和５年１０月３１日

大子町議会

議長 菊 池 靖 一 様

議員報酬検討特別委員会

委員長 大 森 勝 夫

議員報酬検討特別委員会調査報告書

１ 調査事件 議員報酬に関する調査研究

２ 調査の経緯

(1) 委員会設置の経緯

全国的に地方議会における議員のなり手不足が深刻化している現状において、議員

報酬のあり方も議論となっている。大子町議会においては、平成４年に特別職等と合

わせて議員報酬が改定されて以来見直しはされておらず、現在では県内最下位の状況

である。一方で、現在１３名である議員定数は、平成４年当時は２４名で、以後４回

の定数改正が行われており、その都度議員報酬の検討がされたと推測するが、見直し

には至らなかった。

本年５月の法改正により地方議会の役割、議員の職務が明文化されるなど、住民自

治における議会の重要性が再認識されている。来たる翌令和６年３月の改選を控え、

町の将来を託せる議員のなり手を確保するためにも、３０年にわたり放置されてきた

議員報酬の検討の必要性について全員協議会等で協議してきた。これらを踏まえ、活

動に見合った議員報酬を検討するため、令和５年第３回定例会において議員報酬検討

特別委員会を設置し、閉会中の継続調査事件とした。

(2) 全員協議会の協議経過

５月１０日 検討方針体制の確認 → 全体で検討していく。

県内市町村の人口、議員定数、議員報酬の状況

７月１０日 議員報酬についての各議員の意見聴取

→ 議員報酬引上げに向けて検討していく。

８月 ４日 議員報酬引上げ案について各議員の意見聴取

改正の理由、今後の進め方

８月１０日 議員報酬引上げ案について

改正理由について

８月３０日 議員報酬検討特別委員会の設置について

　議員報酬や町長などの給料に関する
条例を見直す際に意見を聴く審議会の
ことです。委員は町内の公共的団体等
の代表者や住民の中から必要のたびに
町長が委嘱します。

特別職報酬等審議会とは

職　名 改正後 改正前

町　長 ７７万円 ６９万円

副町長 ６０万円 ５４万円

教育長 ５５万円 ５０万円
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議員と話そう会
（地域女性団体連絡会編、ＰＴＡ連絡協議会編）
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議員と話そう会（地域女性団体連絡会編、ＰＴＡ連絡協議会編）

　11月に 2つの団体の方々と「議員と話そう会」を実施しました。
　22日には「大子町地域女性団体連絡会」の皆さん、25日には「大子町ＰＴＡ連絡協議会」の皆さ
んとそれぞれのテーマに沿って意見交換をおこないました。
　皆さんから熱い想いをお寄せいただきましたので、今回はその一部をご紹介します。

大子町地域女性団体
連絡会
テーマ
女性目線でのまちづくり

参加者
議員11名
地女連 20名

大子町ＰＴＡ連絡
協議会
テーマ
子育て世代からみた
まちづくり

参加者
議員10名
ＰＴＡ 14名



○まちなかイベントの際の駐車場対策について、既存の
　広域公園からのシャトルバスは不便という声が多い。
○ＦＭだいごはとても良い。毎日台所で聞いている。
○竹林や支障木の整備を個人でするのが難しい。
○道路沿いの除草をしてほしい。
○町に対する要望はどの程度していいのかわからない。
○要望したことがどうなったのか返答もほしい。
○子どものうちから英語教育を進めてほしい。
○免許返納が安心してできる整備をしてほしい。
○ＡＩタクシーやみどり号が、身近な場所から簡単に乗
　れるようにハードルを下げてほしい。
○町に働くところがないと言われるが、それより給与水
　準が問題なのではないか。
○防犯灯やカーブミラーを設置してほしいところがある。
○独り暮らしの高齢者への包括支援の取組の拡充。
○回覧板を回すことが大変になってきている。
○中学校の統合に向けた廃校の利用について考える必要
　がある。

○読書のまちにしては、図書館や書店がないので地域ご
　とに図書館の設置を願いたい。
　（廃校の利活用として、図書室をイノベーションして活
　用してはどうか）
○雨の日に子どもたちが遊べる室内アスレチックを作っ
　てほしい。
○ＰＴＡ役員のなり手不足解消策について
○高校に進学した場合の交通費の補助制度について
　（他の市町村では補助制度がある）
○過疎に魅力を感じ、過疎を目指してくる人がいる。
　過疎が時には魅力となる。
○人数が減っているのでＰＴＡ活動そのものを見直す事
　も必要かもしれない。また、責任がある仕事には報酬
　があるべきだと思うので教育委員会や町に働きかけて
　ほしい。
○様々な分野で、親も同時に学んでいかなければならな
　いと感じる。
○各地区でコミュニティの衰退が起きている。中長期的
　ビジョンを持ってインフラ整備する必要がある。
○将来的な小学校の統合については、部活動があるわけ
　ではないので、ＩＣＴを活用して小学校間の横のつな
　がりを作っていけば良いのではないかと思う。

■【地域女性団体連絡会】

■【ＰＴＡ連絡協議会】
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議員と話そう会アンケート集計結果【地女連・高齢者大学・PTA連協】
　それぞれの意見交換終了後にアンケートを実施しました。好意的な意見が多く寄せられ、議員活動
についても概ね理解を得られたものと感じています。アンケートの内容を一部掲載します。

◆議員を身近に感じた。
◆「前例がないからできない」はやめてほしい。チャレンジしないとわからない。
◆町の将来を考えられるような提案実施に期待する。
◆議員と話す機会がないので面白い試みだと思う。
◆美しい大子町になることを期待する。袋田の滝を守ってほしい。
◆議員からこれからの大子町の話を聞きたかった。
◆貴重な機会だった。中学校の統合後について気になっている様子だった。
◆今回の話し合いを、今後の大子町のために検討してほしい。

◆対面で直接話ができる良い機会だから
◆知らないことがわかって勉強になったから
◆議員の仕事や考え方などがわかったから
◆意見を実行できる、できないはあるが、前向きな取組みだと思うから
◆町の現状や取組みがわかったから

地女連 高齢者大学 ＰＴＡ 合計
参加者 20 27 14 61
回答者 17 13 12 42
回収率 85% 48% 86% 69%

地女連 高齢者大学 ＰＴＡ 合計 ％
・よかった 13 10 11 34 81%
・どちらともいえない 0 2 1 3 7%
・特に必要を感じない 0 0 0 0 0%
・改善すれば必要 2 0 0 2 5%

地女連 高齢者大学 ＰＴＡ 合計 ％
・理解できた 10 6 7 23 55%
・少し理解できた 5 5 4 14 33%
・理解できなかった 0 0 0 0 0%

地女連 高齢者大学 ＰＴＡ 合計 ％
・はい 17 12 11 40 95%
・いいえ 0 0 0 0 0%

○参加者・回答者数（人）

○議会活動について理解できましたか。

○このような議員との意見交換会を続けた方がよいと思いますか。

理由

○感想，意見を聞かせてください。

○今回のような議員との意見交換会をどう思われますか。
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議員と話そう会（地域女性団体連絡会編、ＰＴＡ連絡協議会編）

■意見交換会を終えて
　今回紹介できたのは、意見交換ででた意見のほんの一部です。紹介できなかった意見についても、
議員間でしっかり共有して今後の対応を検討していきたいと思います。
　また、これまでに実施した「高齢者大学」の皆さんの意見も、今回実施した皆さんの意見と合わせて、
「町民の皆さんの日頃の想い」というかたちで町長にお届けしたいと思います。
　今回のアンケートの中に「議員を身近に感じた」という感想がありました。私たち議員は、日頃か
ら町民の皆様の身近な存在であることを意識していますので、遠くで願いを叶えてくれる流れ星より
もっと身近に感じてください。
　私たちは、常に皆さんの描く理想の実現化に向けた一員でありたいと思っていますので、意見交換
会などを希望する団体等がありましたら、ぜひお声掛けください。



■国道 118 号袋田バイパス開通式典
　12 月 2 日、国道 118 号袋田バイパス開通式典が行われ、
大子町議会からは菊池議長と須藤総務経済委員長が代表で
出席しました。

　国道 118 号は、地域の産業振興や交流を支えるとともに、
災害時には「緊急輸送道路」として役割を担う路線です。
袋田から北田気までの区間は、観光シーズンの交通渋滞
緩和や災害時の緊急輸送道路ネットワークの強化を図るた
め、1990 年度から延長約 3.6㎞のバイパス整備が進められ
てきました
　これまでに約 2.3㎞区間が開通していて、今回、久慈川
やＪＲ水郡線をまたぐ橋を含む約 1.3㎞区間が開通して、
袋田バイパス全線が開通となりました。

路 線 名　一般国道 118号
延　　長　3,560 ｍ
幅　　員　13.0 ｍ /6.5 ｍ
場　　所　袋田～北田気
事業年度　1990年度から

ピックアップ

１１月、１２、１月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

１１月

１２月

１月

・第４６回全国育樹祭育林交流会　〔正副議長・林活議連会長・総務経済副委員長ほか〕
・第４６回全国育樹祭式典　〔正副議長・林活議連会長・総務経済副委員長ほか〕
・全国過疎地域連盟第２回総会（東京都日本教育会館）　〔議長〕
・福島県小野町議会行政視察対応　〔議長〕
・県北地域高規格道路整備促進期成同盟会（県議会棟）　〔議長〕
・議員と話そう会（団体：地域女性団体連絡協議会）　〔議員〕
・議員と話そう会（団体：ＰＴＡ連絡協議会）　〔議員〕
・全員協議会　〔議員〕
・衛生センター建設工事視察　〔総務経済委員会ほか〕
・国道１１８号袋田バイパス開通式典　〔議長・総務経済委員長〕
・第４回定例会（６日～１３日）
・交通事故防止キャンペーン　〔議長〕
・さはら小学校視察　〔文教厚生委員会〕
・自衛隊合同研修視察　〔議員〕
・二十歳のつどい　〔議員〕
・消防出初め式　〔議員〕
・新春のつどい　〔議員〕
・第１回臨時会　〔議員〕

概　要
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■第 46 回全国育樹祭
　11 月 11 日、12 日の 2 日間、国民的な緑の祭典で

ある全国育樹祭が平成元年以来 34 年ぶりに茨城県

で開催されました。

　県内各地で併催行事や記念行事が行われ、大子町

では育林交流集会が文化福祉会館まいんで開催さ

れました。当日は、議員も林業関係者や森林づくり

に参画する企業や団体など幅広い参加者の一員とし

て、出席しました。

■新春のつどいで議会の活動報告を発表
　1 月 17 日、大子町新春のつどいが文化福祉会館

まいんで開催されました。

　これは、大子町と大子町議会の共催による催しで、

当日は、叙勲受章者や各地区の区長など大勢の方に

ご出席いただきました。

　議会では、菊池議長が議会を代表してあいさつを

述べ、大森議会運営委員長が「議会の活動報告」を

発表しました。

■大子町へようこそ！（行政視察）
　茨城県外の市町議会から問い合わせいただき行政視察を受け入れました。

　当日は、菊池議長や齋藤副議長が大子町議会を代表して歓迎のあいさつを述べました。

　11 月から１月までに３市町の議会議員の方々に訪問いただきましたのでご紹介します。

福島県矢祭町議会
（総務常任委員会）

７名

福島県小野町議会
（新庁舎建設等検討特別委員会）

８名

栃木県大田原市議会
（３会派合同）

１５名

【視察概要】
・デマンド交通関係

【視察概要】
・新庁舎建設

【視察概要】
・給食費無料化

育林交流集会であいさつをする高梨町長

新春のつどいであいさつをする菊池議長
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■総務経済委員会からの報告
　11 月 29 日、新しく建設した衛生センターを視察し
てきました。この施設は、令和元年 10 月の台風第 19
号によって被災した施設であり、令和３年３月から着
工した施設です。令和 6 年 2 月からの本格的な運用が
見込まれています。施設の概要は次のとおりです。

■文教厚生委員会からの報告
　10 月 24 日、南中学校の授業風景を参観してきました。
　南中学校には、今年度購入した「ミライタッチ」という
馴染みのない機材が導入されており、先生の話によると「電
子黒板の更なる進化版」ということで、ＡＩによる振返り
機能なども付いているとのことでした。
　今年度はすべての中学校（４校）に導入されましたが、
大子町の ICT 教育をさらに充実させるためにも、今後は小
学校への導入が必要であると感じました。

■能登半島地震災害義援金
　大子町議会議員会では、令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登
地方を震源とする地震で被災された方々を支援するため、石
川県に対して災害義援金（１０万円）を送りました。
　被災された方へのお見舞いを申し上げるとともに、一刻も
早い復旧復興を心よりお祈りしています。

　また 12 月 19 日には、さはら小学校を訪問して、「さ
はらっ子総会」の様子を参観してきました。
　さはら小学校では「夢道場（さはらファミリー会社）」
という会社を子ども達が運営しており、この日はちょ
うど総会の日でした。先生の話によると「夢道場」で
は学校で作った野菜を子ども達自らが道の駅などで販
売し、今日はその収益の使い道を 1 年生から 6 年生ま
での児童全員で話し合って決めるということでした。
　「おもちゃ」「ルンバ（掃除機）」「ベンチ」など欲し
いものはバラバラでしたが、1 人 1 人が欲しい理由を

言って、疑問があれば質問をして回答する。そして 1 つのものをみんなが納得して選ぶ。そういった
社会の仕組みを自然に学ぶことができる素晴らしい取組だと思いました。
　写真は 6 年生の皆さんと撮影したものです。

【施設名称】　大子町衛生センター
【所在地】　南田気３５６
【処理対象物】　し尿・浄化槽汚泥

【資源化方式】　堆肥化
【建設費用】　約２７億９千万円（※現段階の見込額です）
【建設費用の内訳】　国からの補助など　　約２３億７９００万円
　　　　　　　　　町から支出する額　　　約４億１１００万円

◆施設の概要◆
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■熱中小学校（旧時沢小学校）
　｢もう一度７歳の目で大人が学ぶ」をコンセプト

に、ＮＰＯ法人はじまりの学校が運営する大人の社

会塾「熱中小学校」が、平成 27 年 10 月に開校。起

業家育成を主眼とした多彩な教授の授業よる人材育

成プログラムで、県内外からも参加がある。座学だ

けでなく、里山体験や全国姉妹校との交流など活動

が拡大している。

■屋内遊技場「もっくる」
　（旧第四中学校体育館）
　高畠産材をふんだんに使用した木育施設。木の香

りあふれる温かみのある作りで、子どもの感性や

創造性を育む空間が広がっている。子育て支援セン

ターとファミリーサポートセンターが併設されてい

る。

■議員研修視察の概要
　11 月７日・８日に山形県高畠町を視察先として常任委員会合同研修視察を実施しました。

　今回の研修テーマは「廃校の利活用」ということで、議員 10 名、町担当課職員１名、事務局職員２

名が参加しました。

　今回訪れた高畠町では、４つの中学校の統合により新校舎建設が計画されたことをきっかけに、廃

校となる校舎の活用策を統合前から検討し、「廃校再生プロジェクトＮＰＯ法人はじまりの学校」と連

携して、平成 28 年４月に廃校活用プロジェクトを開始しました。近隣住民らの参加もあり地域活性化

につながった大人の学校「熱中小学校」や、体育館を活用した屋内遊戯施設「もっくる」、美術室を活

用した「コワーキングスペース」を次々とオープンさせました。昨年５月にはグラウンド跡地に

「フォーチュンタウン駅西」として 49 区画の分譲地が販売開始となりました。

　大子町でも令和 7 年度から 4 中学校が 1 つに統合され、廃校になる校舎の利活用が課題となること

から、先進地の廃校利活用の状況と成果を研修視察してきましたのでご報告します。

■宅地分譲（旧第四中学校校庭）
　高畠駅から徒歩 10 分以内の立地に、フォーチュンタウン駅西として 49 区画の宅地分譲を令和５年

５月に開始した。購入に当たっては、各種助成制度を設けている。

【施設の概要】
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■コワーキングスペース
　（旧第四中学校校舎２階　美術室）
　令和４年４月にオープンした山形県産材（スギ）

を使用した、木のワーキングスペース。共創の場と

して、子育て支援として、新しい働き方をする多様

な人材の活躍の場として活用されている。
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。
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あん議
と き
会の質問は今？！

　今回は特別編として、大子町議会の改選からの４年間（令和２年から令和６年まで）を振り
返ってみたいと思います。
　思い起こせば今期の幕開けは、コロナウイルスの蔓延と台風第 19号災害からの復旧復興、
新庁舎の建築設計の変更などでした。

【任期：令和２年３月 31 日から令和６年３月 30 日まで】
・第 37 代議長　　齋藤忠一
・第 33 代副議長　金澤眞人
・定数２名削減　　15 名　⇒　13 名
・新人３名（うち女性議員が 16 年ぶりに誕生）
・常任委員会（総務経済・文教厚生）
・新たに予算・決算委員会が常任委員会として
発足
○総議決案件数　105 件

〔町長提出議案 101 件、議員提出議案４件〕
※この年は議会から町に、コロナ禍に対する要
望書を２回提出しました。

・水郡線袋田第６橋りょうが完成し全線再開
・オンラインによる子ども議会が開催される
・前年開催が延期された東京オリンピック 2020
聖火リレーが袋田で開催される
○総議決案件数　106 件

〔町長提出議案　101 件、議員提出議案５件〕

・第 38 代議長　　金澤眞人
・第 34 代副議長　菊池靖一
・トレーニングジム「フォレスポ」開設
・木造新庁舎が完成し、役場機能が北田気に移
転
・高梨町長再選（無投票）
○総議決案件数　92 件

〔町長提出議案 88 件、議員提出議案４件〕

・第 39 代議長　　菊池靖一　
・第 35 代副議長　齋藤忠一
・議員報酬検討特別委員会の設置
・31 年ぶりに議員報酬を改定（25 万円 → 31 万円）
・全国町村議会議長会自治功労者表彰
在籍 15 年以上：（鈴木陸郎議員・金澤眞人議員
・藤田稔議員・齋藤忠一議員・大森勝夫議員）
○総議決案件数　101 件

〔町長提出議案 92 件、議員提出議案９件〕

・第 1 回定例会、第１回臨時会
・衛生センター竣工
・議員の任期満了に伴う改選

令和 6 年
（2024 年）

令和 5 年
（2023 年）

令和 4 年
（2022 年）

令和２年
（2020 年）

令和 3 年
（2021 年）
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事
務事業の改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和５年 第４回定例会

　　　　　　　質　　問　　内　　容 ページ 　　質　　問　　者
新庁舎の黒カビ対策は

P.16 菊池　富也　議員新築された衛生センターの管理
町が任命、委嘱する役職の報酬等や会計年度
任用職員の給与について
まいんの予約開始日変更の検討を

P.17 福田　祥江　議員バレルサウナの更なる推進は
今後の図書館の在り方について問う
森林整備を推進し花粉症対策を

P.18 飯村　　剛　議員就農移住希望者への的確な情報提供を
思いやりを込めた案内や相談が大事では
私有地から伸びる支障木対策は

P.19 須藤　　明　議員
山岳事故防止のさらなる取組は
特別支援学校の高等部開設の要望を

P.20 大森　勝夫　議員
ワーキングホリデー制度で人材確保を
ふるさと納税制度の現状と経済効果は

P.21 川井　正人　議員
財源確保の手段としての広告収入等への取組は
新庁舎周辺における改修は

P.22 藤田　　稔　議員
観光施設等の管理体制は

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町では議会中継を行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会
の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信
も行っていますので、是非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継

町政に
　ここが聞きたい！これを言いたい！

７名の議員が一般質問！！
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
新
庁
舎
が
で
き
て
か

ら
ま
だ
１
年
し
か
経
過
し
て
い

な
い
が
、
外
側
の
木
材
に
染
み

や
カ
ビ
が
で
き
て
い
る
。
他
の

市
町
村
を
視
察
し
た
が
、
こ
れ

ほ
ど
酷
い
状
況
を
見
て
い
な
い
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
竣
工
１
年
後
の

瑕
疵
検
査
に
お
い
て
、
２
つ
の

要
因
が
あ
る
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。
一
つ
は
、
汚
れ
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
高
温
多
湿
の
地
域

性
で
あ
る
。

【
菊
池
】
建
設
前
か
ら
大
子
町

の
地
域
の
特
性
を
理
解
し
、
こ

の
よ
う
な
状
況
は
予
測
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
木
造
特
有
の
劣

化
や
風
通
し
の
悪
い
場
所
は
、

把
握
で
き
な
か
っ
た
。
瑕
疵
検

査
に
お
い
て
、
木
材
の
強
度
に

影
響
は
無
い
と
の
所
見
が
あ
っ

た
の
で
、
今
後
は
不
定
期
に
高

圧
洗
浄
等
に
よ
る
洗
浄
を
考
え

て
い
る
。

【
菊
池
】
役
場
閉
庁
時
の
庁
舎

案
内
や
対
応
が
不
便
で
あ
る
と

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
現
状
と
対
策
は
。

【
総
務
課
長
】
閉
庁
時
は
、
玄

関
正
面
は
施
錠
し
て
い
る
。
来

庁
者
に
は
正
面
玄
関
の
内
側
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
対
応
し

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
場

所
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
あ
れ

ば
、
正
面
玄
関
が
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
案
内
板
の
設
置
を
検

討
す
る
。

【
菊
池
】
役
場
駐
車
場
内
で
の

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
ま
た
、

思
い
や
り
駐
車
場
に
ポ
ー
ル
が

立
っ
て
い
て
利
用
し
に
く
い
場

所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
。

【
総
務
課
長
】
現
在
ま
で
、
一

般
来
庁
者
の
事
故
２
件
、
業
者

の
事
故
２
件
、
職
員
に
よ
る
事

故
３
件
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

業
者
の
事
故
に
対
応
す
る
た
め
、

赤
い
安
全
ポ
ー
ル
を
設
置
し
た
。

街
路
灯
へ
の
衝
突
を
無
く
す
た

め
、
支
柱
に
反
射
シ
ー
ト
を
設

置
し
た
。
ま
た
、
思
い
や
り
駐

車
場
に
設
置
し
た
ポ
ー
ル
は
、

こ
の
業
者
が
車
寄
せ
屋
根
へ
衝

突
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

対
策
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
、

改
修
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
す
る
。

【
菊
池
】
今
後
の
水
害
や
火
災

に
対
す
る
対
策
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
水
害
に
対

し
て
は
、
設
置
場
所
を
久
慈
川

か
ら
離
れ
た
場
所
で
、
地
盤
を

２
メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
し
て
い

る
。
火
災
に
対
し
て
は
、
消
防

法
に
基
づ
き
消
火
器
11
本
、
自

動
火
災
報
知
設
備
、
誘
導
標
識
、

誘
導
灯
（
地
下
部
分
）
を
設
置
。

壁
面
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
難
燃

材
料
と
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
議
員
報
酬
の
値
上
げ

や
町
三
役
の
給
与
の
引
き
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
の
方
、
区
長
、
班
長
、
教
育

委
員
な
ど
の
給
与
や
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
方
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
特
別
職
の
報
酬

は
、
平
成
４
年
か
ら
見
直
し
が

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
特
別

職
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
県
内
自
治
体
の

状
況
を
調
査
し
、
改
正
の
手
続

き
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
他
教

育
委
員
、
監
査
委
員
、
農
業
委

員
な
ど
非
常
勤
の
特
別
職
に
関

し
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
い

く
。
次
に
、
区
長
に
つ
い
て
は
、

人
材
確
保
等
の
観
点
か
ら
検
討

し
て
い
る
。
班
長
は
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
か
ら

引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

【
菊
池
】
班
長
は
、
高
齢
で
あ

っ
た
り
単
身
で
あ
っ
た
り
す
る

と
な
か
な
か
引
き
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

少
な
い
報
酬
で
協
力
し
て
く
れ

る
方
々
で
あ
る
か
ら
再
考
で
き

な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
手
続
き
の
簡
素

化
、
業
務
の
軽
減
で
対
応
し
た

い
。

新
庁
舎
の
黒
カ
ビ
対
策
は

ふ
き
取
り
、
洗
浄
を
予
定

答 問

菊池富也 議員

町
が
任
命
、
委
嘱
す

る
役
職
の
報
酬
等
や

会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
つ
い
て

新
築
さ
れ
た
衛
生
セ

ン
タ
ー
の
管
理

シミの目立つ柱

駐車場スペースに設置されたポール
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

ナ
用
薪
ス
ト
ー
ブ
へ
の
補
助
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
現
在
の
図
書
館
は
場

所
が
分
か
り
に
く
い
、
進
入
路

が
狭
い
、
フ
リ
ーW

i-Fi

が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
課
題
が

多
い
。
今
後
の
図
書
館
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
ま

ず
フ
リ
ーW

i-Fi

の
整
備
を
進

め
た
い
。
場
所
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
在
り
方
を
考
え
て

い
く
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
フ
リ
ーW

i-Fi

を
整

備
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
館
内
で

使
え
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整

備
し
て
図
書
の
検
索
を
で
き
る

体
制
を
と
れ
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
図
書
の

検
索
が
で
き
る
状
況
で
あ
る
の

で
、
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

【
福
田
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

多
く
の
自
治
体
で
電
子
図
書
館

の
整
備
が
進
ん
だ
。
大
子
町
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

【
福
田
】
文
化
福
祉
会
館
ま
い

ん
の
予
約
開
始
日
は
、
施
行
規

則
で
利
用
日
の
半
年
前
か
ら
と

な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
決
ま
っ
た
も
の
な
の
か
伺

う
。

【
福
祉
課
長
】
当
時
の
企
画
観

光
課
が
町
内
外
の
公
共
施
設
及

び
県
の
施
設
の
予
約
開
始
日
を

参
考
に
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

【
福
田
】
出
演
者
へ
の
交
渉
や

準
備
な
ど
、
町
民
の
利
便
性
や

施
設
の
活
用
、
稼
働
率
の
向
上

な
ど
の
た
め
に
、
も
っ
と
早
く

か
ら
予
約
で
き
る
よ
う
に
変
更

で
き
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】
町
内
の
ほ
か
の

施
設
と
比
べ
て
も
早
い
時
期
か

ら
の
予
約
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
が
、
文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
に

限
っ
て
１
年
前
か
ら
の
予
約
開

始
を
認
め
る
な
ど
の
条
件
の
変

更
に
つ
い
て
、
管
理
者
で
あ
る

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

【
福
田
】
現
在
の
施
行
規
則
で

は
「
指
定
管
理
者
が
会
館
の
管

理
上
、
支
障
が
な
い
と
認
め
る

時
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
が
基
準
が
曖
昧

で
あ
る
と
感
じ
る
が
い
か
が
か
。

【
町
長
】
自
分
が
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
で
も
あ
る
。
早
急

に
担
当
者
と
話
を
し
た
上
で
福

祉
課
長
に
指
示
を
し
て
、
是
正

で
き
る
も
の
は
改
善
し
て
い
き

た
い
。

【
福
田
】
や
み
ぞ
ホ
テ
ル
内
に

で
き
た
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
を
見
学

し
た
。
雄
大
な
大
自
然
の
中
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
の
サ
ウ

ナ
体
験
に
魅
力
を
感
じ
た
。
更

な
る
推
進
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
サ
ウ
ナ
を

町
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
打
ち

出
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
財

源
と
し
た
地
元
産
材
を
活
用
し

た
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
設
置
や
サ
ウ

い
る
の
か
。

【
町
長
】
図
書
館
整
備
の
待
望

論
は
認
識
し
て
い
る
。
昨
今
の

図
書
館
は
週
刊
誌
や
新
聞
の
整

備
、
お
茶
も
飲
め
る
な
ど
で
利

用
頻
度
が
上
が
る
。
デ
ジ
タ
ル

と
の
融
合
、
位
置
関
係
、
運
用

方
法
も
含
め
て
将
来
の
展
望
に

位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
電
子
図
書
導
入
は
読

み
上
げ
機
能
や
字
を
大
き
く
す

る
な
ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が
る

と
考
え
る
。
今
ま
で
の
図
書
を

大
事
に
し
つ
つ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
の
図
書
館
の
推
進
を
希
望

す
る
が
。

【
町
長
】
し
っ
か
り
と
精
査
を

し
な
が
ら
行
う
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
大
き

な
事
業
が
控
え
て
い
る
中
で
、

財
源
の
確
保
に
も
努
め
て
い
き

た
い
。

ま
い
ん
の
予
約
開
始
日
変
更
の
検
討
を

早
急
に
協
議
し
て
い
き
た
い

福田祥江 議員

答 問

今
後
の
図
書
館
の
在
り

方
に
つ
い
て
問
う

バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
の
更
な

る
推
進
は

大自然を感じられるバレルサウナ

図書館の改善が求めれている
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】花
粉
症
は
多
く
の
人
々

に
影
響
を
与
え
る
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
対
策
と
し
て
県

で
は
利
用
期
を
迎
え
た
ス
ギ
を

伐
採
し
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木

の
植
え
替
え
を
行
い
、
森
林
を

若
返
ら
せ
る
こ
と
が
花
粉
症
の

軽
減
に
繋
が
る
と
し
て
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
大
子
町
で

の
人
工
林
面
積
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
民
有
林
全
体
２

万
４
９
８
ｈ
ａ
の
う
ち
１
万
４

１
２
８
ｈ
ａ
で
約
69
％
で
あ
る
。

【
飯
村
】
少
花
粉
ス
ギ
の
植
栽

に
あ
た
っ
て
の
補
助
金
は
。

【
農
林
課
長
】
皆
伐
後
の
植
栽

に
対
す
る
補
助
金
は
３
種
類
。

①
意
欲
あ
る
林
業
経
営
体
の
森

林
経
営
を
集
約
し
植
栽
（
国
県

10
割
）、
②
計
画
認
定
者
0.1
ｈ

ａ
以
上
植
栽
（
国
県
68
％
町
17

％
）
③
認
定
の
要
件
満
た
な
い

場
合
０
．０
５
％
以
上
植
栽（
県

40
％
町
10
％
）
の
補
助
金
交
付

で
支
援
。

【
飯
村
】
木
材
の
搬
出
困
難
（
道

路
か
ら
１
０
０
ｍ
超
え
の
森

林
）
と
考
え
ら
れ
る
人
工
林
面

積
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
６
１
４
０
ｈ
ａ

で
県
全
体
の
約
30
％
が
大
子
町

に
あ
る
。

【
飯
村
】
伐
採
を
行
う
山
主
の

利
益
を
確
保
し
、
森
林
の
若
返

り
を
図
る
た
め
の
視
点
か
ら
、

林
道
整
備
の
推
進
、
そ
れ
に
よ

る
花
粉
症
対
策
の
取
組
に
つ
い

て
は
。

【
農
林
課
長
】
作
業
道
は
県
森

林
湖
沼
環
境
税
に
よ
る
補
助
金

対
象
で
整
備
を
実
施
、
既
設
道

の
修
繕
で
は
砕
石
等
の
資
材
10

割
補
助
、
路
網
整
備
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
国
県
の
補
助
や
町

事
業
を
活
用
し
て
一
層
進
め
て

い
く
。
今
後
も
国
県
に
よ
る
花

粉
症
対
策
の
動
向
を
見
据
え
な

が
ら
環
境
整
備
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。

【
飯
村
】
農
地
関
連
法
の
改
正

が
施
行
さ
れ
、
下
限
面
積
要
件

が
廃
止
さ
れ
た
。
概
要
と
そ
れ

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
農
・
委
局
長
】
農
地
を
取
得

す
る
際
に
、
大
子
町
で
は
こ

れ
ま
で
30
ａ
に
設
定
し
て
き

た
。
改
正
で
小
さ
な
面
積
で

も
耕
作
が
可
能
に
な
り
、
地

域
外
か
ら
農
業
に
新
規
参
入

す
る
こ
と
が
容
易
と
な
っ
た
。

就
農
移
住
者
の
促
進
に
も
繋

が
る
と
感
じ
て
い
る
。

【
飯
村
】
農
業
に
興
味
を
持
っ

た
移
住
希
望
者
へ
の
情
報
提
供

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
状
況
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
観
光
協
会
内
相

談
セ
ン
タ
ー
、
農
業
委
員
会

に
て
空
き
家
や
農
地
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
利
用

登
録
者
数
は
５
７
３
件
、
紹

介
可
能
な
登
録
物
件
数
は
53

件
で
こ
の
う
ち
農
地
付
き
は

12
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
飯
村
】
移
住
者
が
農
地
活
用

を
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
く
に
は

地
域
の
関
係
者
と
の
助
け
合
い

が
非
常
に
大
切
。
支
援
す
る
取

組
に
つ
い
て
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
は
、

い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

講
座
な
ど
の
農
業
技
術
取
得

の
支
援
を
活
用
し
て
い
る
。

そ
し
て
県
の
常
陸
大
宮
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
個
々
の
事
情
に
応
じ
て

事
業
の
支
援
制
度
に
繋
げ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
町
作
成

の
就
農
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

活
用
し
支
援
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

提
案
を
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
努
め
、
不
安
を
抱
か
な

い
よ
う
に
接
し
て
い
き
た
い
。

下限面積要件撤廃により、農業希
望の移住者の促進に期待する

搬出困難と考えられる人工林面積は、茨城県全体
の約 3 割が大子町にある (8 割以上県北地域 )
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森
林
整
備
を
推
進
し
花
粉
症
対
策
を

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
て
い
く

答 問

飯村　剛 議員

思
い
や
り
を
込
め
た
案

内
や
相
談
が
大
事
で
は

就
農
移
住
希
望
者
へ
の

的
確
な
情
報
提
供
を

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

度
８
件
、
令
和
３
年
度
８
件
、

令
和
４
年
度
６
件
の
山
岳
事
故

が
発
生
し
て
い
る
。

【
須
藤
】
10
月
17
日
、
男
体
山

健
脚
コ
ー
ス
に
お
い
て
山
岳
事

故
が
発
生
し
た
。
事
故
の
第
一

報
を
聞
い
て
ど
う
思
っ
た
か
。

ま
た
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
消
防
本
部

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
捜
索
の

進
ち
ょ
く
な
ど
事
態
の
把
握
に

努
め
た
。
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
し
た

い
。
10
月
18
日
に
滑
落
事

故
多
発
中
の
看
板
を
追
加

設
置
、
同
23
日
に
は
消
防

本
部
と
現
地
調
査
を
実
地
、

現
場
の
状
況
や
注
意
喚
起

の
掲
示
状
況
の
確
認
を
行

っ
た
。

【
須
藤
】
以
前
、
山
岳
事
故

の
教
訓
を
生
か
し
町
が
主

体
と
な
っ
て
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
事
故
防
止
連
絡
会

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
、

と
の
質
問
を
し
た
。
協
議

し
た
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
山
岳
事

故
の
情
報
交
換
に
つ
い
て

【
須
藤
】
支
障
木
、
危
険
木
の

問
合
せ
は
年
間
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

【
建
設
課
長
】
令
和
４
年
度
は
、

町
道
25
件
、
林
道
６
件
、
農
道

１
件
で
合
計
32
件
。
令
和
５
年

度
は
、
11
月
末
時
点
で
町
道
18

件
、
林
道
６
件
、
農
道
１
件
で

合
計
25
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
須
藤
】
支
障
木
は
、
大
き
く

な
っ
て
い
く
わ
け
で
問
合
せ
は

増
え
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
問
合
せ
は
ど
の
よ
う
な
内

容
か
、
町
の
指
導
や
相
談
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

【
建
設
課
長
】
倒
木
な
ど
で
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
通

報
、
枝
葉
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

看
板
、
電
線
等
に
接
触
し
て
い

る
と
い
っ
た
通
報
な
ど
が
多
く

見
ら
れ
る
。
対
応
方
法
は
、
町

が
管
理
す
る
道
路
敷
地
内
か
ら

の
支
障
木
や
危
険
木
は
、
安
全

な
交
通
環
境
の
確
保
の
観
点
か

ら
職
員
に
よ
る
直
営
作
業
、
ま

た
は
規
模
に
よ
り
専
門
業
者
へ

依
頼
し
て
撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

私
有
地
か
ら
の
支
障
木
や
危
険

木
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者

に
対
し
通
知
や
指
導
に
よ
り
伐

採
等
を
依
頼
し
て
い
る
。

【
須
藤
】
道
路
の
交
通
に
危
険

を
及
ぼ
す
竹
木
、
工
作
物
の
存

在
に
対
応
す
る
た
め
、
道
路
法

第
44
条
は
条
例
で
定
め
る
基
準

に
従
い
、
沿
道
区
域
を
指
定
で

き
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
沿

道
区
域
を
指
定
す
る
目
的
は
、

道
路
の
構
造
に
及
ぼ
す
損
害
を

予
防
し
、
ま
た
は
道
路
の
交
通

に
及
ぼ
す
危
険
を
防
止
す
る
た

め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
沿

道
区
域
を
指
定
し
て
い
る
場
合

に
は
、
道
路
管
理
者
の
判
断
で

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
。
町
は

道
路
法
第
44
条
を
検
討
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
支
障
木
の
問
題
は
将

来
的
に
も
重
要
な
問
題
だ
と
受

け
止
め
て
い
る
。
民
地
の
問
題

は
、
な
か
な
か
法
律
だ
け
で
優

先
し
て
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
問

題
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
ケ
ー

ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。
引
き
続
き
、
住
民

に
危
険
が
な
い
よ
う
進
め
て
い

く
。

【
須
藤
】
過
去
５
年
間
の
山
岳

事
故
に
つ
い
て
伺
う
。

【
消
防
長
】
平
成
30
年
度
３
件
、

平
成
31
年
度
２
件
、
令
和
２
年

は
、
２
回
開
催
し
て
い
る
。
今

後
、
引
き
続
き
山
岳
会
の
皆
様
、

地
元
団
体
等
と
連
絡
を
密
に
し
、

事
故
防
止
及
び
事
故
発
生
時
の

体
制
整
備
に
つ
い
て
、
よ
り
一

層
、
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

【
町
長
】
山
岳
コ
ー
ス
に
関
す

る
問
題
は
、
完
璧
な
安
全
な
も

の
を
つ
く
る
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
引
き
続
き
啓
発
活

動
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
大

子
に
来
る
方
が
安
全
に
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
も
含
め
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

危険箇所が多い男体山健脚コース
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一般質問

私
有
地
か
ら
伸
び
る
支
障
木
対
策
は

住
民
に
危
険
が
な
い
よ
う
進
め
て
い
く

須藤　明 議員

答 問

山
岳
事
故
防
止
の
さ
ら

な
る
取
組
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
大
子
町
の
中
学
校
統

合
を
令
和
７
年
度
に
予
定
し
、

空
き
校
舎
の
活
用
が
課
題
と
な

る
。
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
大
子
特
別
支
援
学
校
の
高

等
部
開
設
を
県
に
要
望
し
、
空

き
校
舎
を
使
用
し
て
も
ら
え
な

い
か
。
県
立
の
特
別
支
援
学
校

23
校
の
う
ち
、
高
等
部
が
無
い

の
は
大
子
特
別
支
援
学
校
と
霞

ヶ
浦
聾ろ
う

学
校
の
２
校
だ
け
で
あ

り
、
希
少
な
事
例
だ
と
解
釈
で

き
る
。
そ
こ
で
、
高
等
部
の
開

設
を
県
に
要
望
し
、
中
学
校
の

空
き
校
舎
の
活
用
に
結
び
つ
け

る
こ
と
は
理
想
と
考
え
る
。　

ま
ず
、
大
子
特
別
支
援
学
校
に

高
等
部
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た

経
緯
を
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
開

校
以
前
の
大
子
町
は
、
勝
田
養

護
学
校
が
通
学
区
域
で
あ
り
、

通
学
が
困
難
な
状
況
だ
と
寄
宿

舎
の
あ
る
学
校
に
入
学
し
た
。

義
務
教
育
期
間
だ
け
で
も
親
元

か
ら
通
わ
せ
た
い
と
の
要
望
か

ら
、
大
子
分
校
と
し
て
開
校
し

た
。
そ
の
後
、
大
子
養
護
学
校
、

更
に
、
大
子
特
別
支
援
学
校
と

名
称
が
変
更
に
な
っ
た
経
緯
か

ら
、
高
等
部
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。

【
大
森
】
大
子
特
別
支
援
学
校

の
中
学
部
を
修
了
し
た
生
徒
は
、

高
等
部
の
あ
る
特
別
支
援
学
校

に
通
学
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

県
内
の
募
集
人
員
を
み
る
と
、

最
小
で
16
人
枠
の
高
等
部
が
３

校
あ
る
。
小
規
模
で
も
よ
い
の

で
、
大
子
特
別
支
援
学
校
に
高

等
部
の
開
設
を
県
に
は
た
ら
き

か
け
、
あ
わ
せ
て
空
き
校
舎
の

利
用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
過

去
５
年
間
の
高
等
部
へ
の
進
学

状
況
は
、
常
陸
太
田
特
別
支
援

学
校
、
水
戸
特
別
支
援
学
校
、

水
戸
高
等
特
別
支
援
学
校
の
各

校
で
あ
る
。
大
子
特
別
支
援
学

校
の
高
等
部
開
設
の
必
要
性
を

見
極
め
た
う
え
で
県
へ
の
要
望

は
判
断
し
て
い
き
た
い
。

【
大
森
】
総
務
省
の
ふ
る
さ
と

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
が

あ
る
。
都
市
在
住
の
若
者
が
、

短
期
間
、
地
方
に
滞
在
し
、
働

い
て
収
入
を
得
て
、
地
域
交
流

も
深
め
る
目
的
の
制
度
だ
。
観

光
業
や
農
業
の
繁
忙
期
の
人
材

確
保
に
応
用
で
き
そ
う
だ
が
、

適
度
材
適
所
の
配
置
マ
ッ
チ
ン

グ
に
課
題
が
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
。
県
央
地
域
の
共
同
窓
口
と

し
て
「
い
ば
ら
き
県
央
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
務
局
」
が
あ

る
。
こ
こ
を
利
用
で
き
れ
ば
、

事
務
負
担
が
少
な
く
制
度
活
用

が
で
き
そ
う
だ
が
、
県
北
地
区

の
大
子
町
が
利
用
し
て
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
い
ば
ら

き
県
央
地
域
移
住
・
定
住
促
進

協
議
会
は
設
立
さ
れ
た
ば
か
り

で
、
同
制
度
を
い
ば
ら
き
県
央

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
務
局

に
委
託
し
て
い
る
が
、
実
績
は

ま
だ
な
い
。
同
協
議
会
に
当
町

が
参
画
す
る
の
は
制
度
上
困
難

で
あ
る
。
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
や
八

溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
で

の
取
組
な
ど
、
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。
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一般質問

特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
開
設
の
要
望
を

生
徒
の
声
を
聞
い
て
現
状
把
握
か
ら

大森勝夫 議員

答 問

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

制
度
で
人
材
確
保
を

特別支援学校の高等部の開設を要望してはどうか



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄

附
額
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ

ど
、
そ
れ
に
比
例
し
て
大
き
な

経
済
効
果
が
町
の
関
連
企
業
や

産
業
に
も
生
ま
れ
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
現
状
と
経
済
へ
の
効

果
は
。

【
財
政
課
長
】
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
現
状
と
し
て
は
、
納
税

さ
れ
た
方
は
大
子
町
出
身
の

方
、
勤
務
さ
れ
て
い
た
方
、
現

在
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
、
町
と

の
関
係
性
が
不
明
の
方
等
で
あ

る
。
町
は
こ
の
11
月
ま
で
に
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
８
サ
イ
ト
ま

で
増
加
し
、
返
礼
品
も
本
年
10

月
末
に
２
６
５
品
目
ま
で
増
加

し
た
。
本
年
度
11
月
末
で
は
前

年
同
月
比
で
約
40
％
の
寄
附
金

が
増
加
し
、
町
内
の
返
礼
品
事

業
者
も
比
例
し
て
売
上
げ
が
増

加
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
加
は
、
町
や
事
業
者
に
と

っ
て
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

【
川
井
】
ふ
る
さ
と
納
税
を
効

果
的
に
推
進
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
は
、
先
進
市
町
村
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
納
税

額
が
増
加
し
て
い
る
市
町
村
の

取
組
に
お
い
て
着
目
し
て
参
考

に
し
た
い
点
は
。

【
財
政
課
長
】
全
国
的
な
動
向

と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
受
入
額
、
件
数
と
も
年
々

右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い

る
。
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
、
こ
の
数
年
、
寄
附
受

入
額
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。
町
で
は
改
善
策
を
求
め
、

昨
年
度
末
に
県
内
数
件
の
先
進

自
治
体
に
訪
問
し
た
。
共
通
点

と
し
て
は
、
寄
附
受
入
額
を
増

加
さ
せ
る
た
め
に
は
返
礼
品
数

に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

【
川
井
】
全
国
１
位
の
宮
崎
県

都
城
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
額

が
１
９
５
億
９
３
０
０
万
円
。

全
国
４
位
の
北
海
道
東
部
に
あ

る
人
口
７
千
人
強
の
白
糠
町
は

１
４
８
億
円
。
寄
附
額
が
上
が

る
こ
と
で
、
そ
れ
に
比
例
し
て

大
き
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
、

ま
た
特
産
品
の
広
告
や
新
た
な

産
業
の
創
出
、
育
成
に
つ
な
が

る
。
全
国
16
位
関
東
で
は
１

位
、
寄
附
額
が
59
億
５
千
万
円

の
境
町
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
を
き
っ
か
け
に
開
発
し
た

干
し
芋
が
、
町
の
産
業
に
発
展

し
、
新
し
い
産
業
の
創
出
に
つ

な
げ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
増
加
に
向
け
た
今
後
の
方

針
は
。

【
財
政
課
長
】
町
と
し
て
は
５

つ
の
課
題
を
も
っ
て
取
り
組

む
。
１
つ
目
は
引
き
続
き
お
礼

の
品
の
拡
充
。
町
内
に
は
ま
だ

多
く
の
商
品
が
存
在
し
て
お

り
、
引
き
続
き
お
礼
の
品
の
拡

充
に
努
め
て
い
く
。２
つ
目
に
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
画
像
の
見

直
し
。
３
つ
目
は
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
特
集
記

事
の
掲
載
。
４
つ
目
と
し
て
、

寄
附
者
と
の
継
続
的
な
つ
な
が

り
を
確
保
し
、
町
の
近
況

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
広
報
誌
等
へ
の

提
供
。
５
つ
目
と
し
て
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取

組
等
で
あ
る
。

【
川
井
】
町
が
発
行
す
る
広
報

誌
等
に
最
大
で
広
告
を
載
せ
て

も
ら
っ
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い

広
告
収
入
が
上
が
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
記
事
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
い
運

用
と
し
た
場
合
で
、
広
報
だ
い

ご
お
知
ら
せ
版
の
合
計
で
１
５

２
枠
、
広
告
料
は
１
３
６
万
円

と
な
り
、
１
年
間
で
は
１
６
３

０
万
円
の
広
告
収
入
と
な
る
。

あ
く
ま
で
こ
の
金
額
は
、
記
事

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
い

場
合
と
な
る
の
で
、
現
実
的
な

運
用
と
は
大
幅
に
相
違
が
出
る

こ
と
と
な
る
。

財
源
確
保
の
手
段
と

し
て
の
広
告
収
入
等

へ
の
取
組
は
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ふるさと納税で町を元気に！

広報だいごの広告欄の活用を！

一般質問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
現
状
と
経
済
効
果
は

町
や
事
業
者
に
と
っ
て
相
乗
効
果
が
あ
る

川井正人 議員

答 問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
新
庁
舎
建
設
の
最
終

的
な
総
事
業
費
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
、
総
事
業
費
以
外
の
既
存

施
設
解
体
費
用
等
を
伺
う
。

【
財
政
課
長
】
最
終
的
な
総
事

業
費
は
約
26
億
９
３
０
０
万
円

で
あ
る
。
進
入
道
路
の
整
備
、

研
修
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

及
び
小
体
育
館
の
解
体
費
用
等

は
約
１
億
８
０
６
０
万
円
で
あ

る
。

【
藤
田
】
新
庁
舎
建
設
に
お
け

る
財
源
の
内
訳
を
伺
う
。

【
財
政
課
長
】「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

建
築
物
先
導
事
業
補
助
金
」
９

５
７
７
万
８
千
円
、「
い
ば
ら

き
木
づ
か
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

補
助
金
」
５
千
万
円
、
地
方
債

と
し
て
「
市
町
村
役
場
機
能
緊

急
保
全
事
業
債
」
18
億
９
０
０

万
円
、
庁
舎
建
設
基
金
６
億
７

７
２
５
万
３
千
円
、
財
政
調
整

基
金
６
０
５
０
万
１
千
円
を
活

用
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
地
方
債
の
借
入
額
と

償
還
期
限
及
び
交
付
税
措
置
に

つ
い
て
伺
う
。

【
財
政
課
長
】
18
億
９
０
０
万

円
と
な
る
。
償
還
期
限
は
、
事

業
最
終
年
度
の
令
和
４
年
度
借

入
分
が
最
長
で
24
年
後
の
令
和

28
年
度
ま
で
の
償
還
と
な
っ
て

い
る
。
交
付
税
措
置
に
つ
い
て

は
、
約
５
億
４
千
万
円
に
な
る
。

【
藤
田
】
新
庁
舎
の
光
熱
費
等

は
旧
庁
舎
と
比
較
し
て
ど
の
程

度
に
な
る
か
。

【
総
務
課
長
】
新
庁
舎
と
旧
庁

舎
で
は
建
物
の
規
模
が
違
う
の

で
、
使
用
量
に
そ
れ
ら
の
床
面

積
の
比
率
（
１
・
93
）
を
乗
じ

た
新
庁
舎
の
床
面
積
を
相
当
し

た
換
算
で
比
較
し
た
。
電
気
使

用
量
は
、
14
・
１
％
削
減
。
水

道
料
の
使
用
量
で
は
、
41
・
８

％
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

【
藤
田
】
新
庁
舎
周
辺
を
含
め

た
改
修
予
定
は
あ
る
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
障
が
い
者
用
駐

車
場
の
増
設
と
そ
の
区
間
の
花

壇
の
撤
去
。
庁
舎
西
側
に
新
た

な
駐
車
枠
、
区
画
線
等
の
設
置
。

防
災
倉
庫
が
一
体
活
用
が
で
き

る
よ
う
車
道
規
格
の
路
盤
改
良

を
検
討
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
し
尿
処
理
施
設
建
設

に
お
け
る
決
算
見
込
額
及
び
一

般
財
源
の
見
込
額
を
伺
う
。

【
財
政
課
長
】
現
段
階
で
の
見

込
額
は
、
約
27
億
９
千
万
円
で
、

一
般
財
源
は
４
億
１
１
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

【
藤
田
】
通
常
に
建
て
替
え
し

た
場
合
の
建
設
費
を
伺
う
。

【
財
政
課
長
】
現
段
階
で
の
見

込
額
は
、
17
億
１
千
万
円
程
度

に
な
る
。
約
12
億
７
６
０
０
万

円
の
負
担
軽
減
が
図
れ
た
と
試

算
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
災
害
時
の
停
電
等
の

対
応
を
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
稼
働
が
停

止
し
て
も
影
響
は
な
い
と
考
え

る
。

【
藤
田
】
大
子
町
特
産
品
流
通

公
社
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
大
子
町
振
興
公
社
に

吸
収
合
併
し
、
最
終
的
に
は
役

場
職
員
は
派
遣
し
な
い
。

【
藤
田
】
道
の
駅
奥
久
慈
だ
い

ご
周
辺
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装

飾
事
業
の
現
状
は
ど
う
か
。
事

業
費
及
び
機
材
の
所
有
は
。
ま

た
、
町
民
参
加
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
楽
し
ん
で

頂
け
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
所
有
の
機
材
と
リ
ー
ス
の
両

方
を
使
い
分
け
し
て
い
る
。
今

後
も
工
夫
し
て
行
き
た
い
。

【
藤
田
】
袋
田
の
観
瀑

施
設
料
金
所
に
お
い
て
、

長
蛇
の
列
が
発
生
す
る

要
因
及
び
解
決
策
は
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
抜

本
的
な
対
策
案
を
検
討

し
た
い
。

【
藤
田
】
現
在
の
料
金

所
及
び
旧
料
金
所
の
改

修
の
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現

地
と
調
整
を
取
り
進
め

て
い
き
た
い
。

利用者に寄り添った整備改修を（思いやり駐車場等）
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一般質問

新
庁
舎
周
辺
に
お
け
る
改
修
は

障
が
い
者
駐
車
場
の
増
設
な
ど
を
予
定

藤田　稔 議員

答 問

観
光
施
設
等
の
管
理
体

制
は
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星 楓
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総
撮
影
枚
数
１
０
２
６
枚
︒
議
会
の
決
定
を
通
じ
て

⼤
⼦
町
は
創
ら
れ
て
い
る
︒

大子町公営塾「ことのば」

　

大
子
町
公
営
塾
「
こ
と
の
ば
」
塾
長
の
平
石
で
す
。 

今
回
、
こ
と
の
ば
の
活
動
と
し
て
本
誌
の
表
紙
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
二
人
に
表

紙
に
込
め
た
想
い
を
聞
い
て
い
き
ま
す
。

ー
表
紙
に
込
め
た
想
い
と
は
。

永
山
：
生
ま
れ
育
っ
た
大
子
町
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ

れ
ば
と
思
い
、
た
く
さ
ん
の
場
所
で
撮
影
し
て
き
ま

し
た
。
議
会
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
決
定
が
大
子
町

を
創
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
町
内
に
、
町

外
に
届
く
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

星
：
咲
希
と
同
じ
よ
う
に
大
子
町
の
良
さ
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
を
た
き

丸
に
し
た
の
は
大
子
町
を
象
徴
す
る
身
近
で
わ
か
り

や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
か
ら
で
す
。

―
大
子
町
の
良
さ
と
は

星
：
ま
ず
は
自
然
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
！

永
山
：
人
と
人
の
仲
の
良
さ
。
お
す
そ
分
け
な
ど
町

民
と
の
あ
た
た
か
い
つ
な
が
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

―
作
成
を
通
じ
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
。

星
：
撮
影
場
所
を
ど
こ
に
す
る
の
か
探
す
の
が
大
変

で
し
た
。

永
山
：
山
が
多
か
っ
た
の
で
同
じ
よ
う
な
写
真
に
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
大
子
町
の
人
が
見
れ
ば

わ
か
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
ぜ
ひ
、
知
っ
て
い
る
場

所
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
（
笑
）

―
表
紙
の
出
来
栄
え
は
い
か
が
で
し
た
か
。

星
：
思
っ
た
よ
り
キ
レ
イ
に
で
き
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
自
分
が
撮
影
し
た
写
真
が
こ
ん
な
風
に
な
る

と
は
想
像
し
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

永
山
：
私
も
。
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
キ
レ
イ
に
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

―
二
人
は
こ
れ
か
ら
大
子
町
に
ど
う
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
か
。

永
山
：
高
齢
者
の
方
が
多
い
の
で
移
住
も
含
め
て
若
い

人
が
増
え
て
も
ら
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
こ
の
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
大

子
町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

星
：
も
っ
と
若
い
人
が
喜
ぶ
よ
う
な
施
設
が
建
っ
て
ほ

し
い
。
例
え
ば
遊
ぶ
場
所
と
か
（
笑
）
で
も
大
子
町
に

し
か
な
い
良
さ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
大
事
に
し
て
も

ら
い
た
い
し
、
み
ん
な
に
も
町
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ー
こ
の
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

星
：
大
子
町
に
は
い
ろ
ん
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
撮
影

を
通
じ
て
色
ん
な
場
所
に
行
き
、
違
う
空
気
を
感
じ
ま

し
た
。

永
山
：
住
ん
で
い
な
が
ら
町
の
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
子
町
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

大
子
町
公
営
塾
「
こ
と
の
ば
」
は
大
子
清
流
高
校
敷

地
内
の
合
宿
所
に
２
０
２
３
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
幅
広
い
学
力
に
対
応
し
た
学
習
支
援
、
進
路
指

導
と
大
子
町
を
舞
台
と
し
た
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
活
動
の
様
子
を
詳
し
く
お

伝
え
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
！

さん

さん
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わ
く
わ
く
わわ
くく

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわ
た
し
の

た
し
の
夢夢

　

私
の
将
来
の
夢
は
電
車
の

乗
務
員
に
な
る
こ
と
で
す
。

物
心
が
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
鉄

道
に
興
味
が
あ
り
、
大
好
き

で
し
た
。
小
学
校
高
学
年
ま

で
は
、
た
だ
鉄
道
が
好
き
な

だ
け
で
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
９
年
の

台
風
で
水
郡
線
の
橋
が
流
さ

れ
た
時
に
、
日
常
生
活
に
お

け
る
鉄
道
の
必
要
性
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
鉄
道
は
日
々

の
生
活
に
お
い
て
、
私
た
ち

の
こ
と
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
と
考
え
る
と
、
よ
り
一
層

こ
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習
で
常
陸
大
子

駅
の
乗
務
員
さ
ん
か
ら
、「
仕

事
に
対
す
る
や
り
が
い
」
に

つ
い
て
お
聞
き
し
、
自
分
も

み
ん
な
の
生
活
を
支
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
地
域
の
方
か
ら
気

軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

る
親
し
み
や
す
い
乗
務
員
を

目
指
し
、
今
後
も
勉
強
を
頑

張
り
ま
す
。

大子西中学校３年

堀
ほ り え

江　章
しょうた

汰さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
や
時

間
な
ど
は
Ｆ
Ｍ

放
送
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト
を
見

つ
け
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
空
き
家
の
活
用
」
×
「
夜
の
大

子
町
に
灯
り
を
灯
そ
う
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
常
陸
大
子
駅
付

近
の
空
き
家
を
活
用
し
た
夜
市

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
画
し
た
の
は
「
ぷ
く
連

（
ま
ん
ぷ
く
連
合
）」
と
い
う

大
子
町
に
移
住
し
て
き
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
店
を
営
む
３
店
舗

（「hajim
ari

」,

「m
em

eguru

」

,

「M
iciruBakaery

」）
の
方
々

で
す
。

　

次
の
開
催
は
「
2
月
16
日

（
金
）」
の
予
定
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
皆
さ
ん
も
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

第
１
回
定
例
会
は
３
月
に
町

議
会
選
挙
が
あ
る
た
め
、
２
月

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

▽
２
月
７
日
（
水
）
開　

会

▽　
　

８
日
（
木
）
自
宅
審
議

　
　

～
12
日
（
月
）　　

〃

▽　
　

13
日
（
火
）
一
般
質
問

▽　
　

14
日
（
水
）　　

〃

▽　
　

15
日
（
木
）

予
算
・
決
算
委
員
会

▽　
　

16
日
（
金
）　　

〃

▽　
　

17
日
（
土
）
自
宅
審
議

▽　
　

18
日
（
日
）　　

〃

▽　
　

19
日
（
月
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

福　

田　

祥　

江

副
委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

菊　

池　

靖　

一

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

移
住
者
応
援
支
隊

　

令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川

県
能
登
半
島
で
最
大
震
度
７
の

大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
お
正
月
を
家
族
と
共

に
過
ご
し
て
い
た
は
ず
で
す
。

一
年
の
始
ま
り
を
帰
省
し
た
子

供
や
孫
た
ち
と
心
穏
や
か
に
過

ご
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
災
害

は
時
を
選
ば
ず
、
突
然
や
っ
て

く
る
と
は
い
え
、
心
が
痛
み
ま

す
。

　

被
災
し
た
若
い
方
た
ち
が
、

小
さ
い
頃
か
ら
自
分
た
ち
を
見

守
り
、
育
て
て
く
れ
た
地
域
の

人
た
ち
の
た
め
に
と
、
避
難
所

で
多
く
の
高
齢
者
を
支
え
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
災
害
が

起
き
た
あ
と
の
救
助
活
動
や
支

援
の
あ
り
方
、
大
切
さ
を
改
め

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
す
。
大
切
な
人
を
守
る

た
め
、
日
頃
か
ら
災
害
を
想
定

し
た
備
え
、
そ
し
て
行
動
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
川
井　

正
人
）

あ
と
が
き

２
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ


